日本の絵本を非日本語で読む2015：法政大学大学院国際日本学インスティチュートでの試み by 横山 泰子
日本の絵本を非日本語で読む2015：法政大学大学院
国際日本学インスティチュートでの試み
著者 横山 泰子
出版者 法政大学小金井論集編集委員会
雑誌名 法政大学小金井論集
巻 12
ページ 15-30
発行年 2016-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/13456
— 15—
Ⅰ
日本の子どもむけの絵本は、諸外国語に翻訳されて海外で広く読まれている。
そして、日本人の児童が外国語を学習する時の教材としても、翻訳絵本が使わ
れる。私は法政大学大学院国際日本学インスティテュートで「伝統文化と民衆
世界 I」という科目を担当し、教材として日本の絵本の翻訳版を使っている。授
業を行いながら学生たちとともに考えた点を毎年活字にまとめてきたが(1)、今年
も本稿を書き、2015年度の記録としたい。
今年度は、日本人学生、中国からの留学生に加え、以前この授業を履修した学生
も参加してくれた。留学生には外国語に翻訳された絵本を渡し、テキストを日本語
に訳し直すという課題を出した。例えば、中国人留学生の場合、日本の絵本の中国
語訳を読み、自分なりに訳した和文を授業中に音読し、翻訳の際に難しかった点や
気づいた点を報告する。その後、私が日本語の原本を読む。受講者にはもとの和文
と中国語の訳文、そして学生の日本語訳とを比較してもらう。この作業で翻訳と原
文との間の距離が明らかになる。また、絵本の絵が表現しているものが、異文化の
ひとたちには理解しにくいこともあるので、日本人が説明を試みる。
日本人学生には日本の絵本の英語版を渡し、英文和訳を課している。日本人学
生もまた留学生と同様、自分の訳文を音読し、考えた点を発表する。こうした作
業を重ねることで、日本文化を内と外の視点から見ていきたいと思っている。
今回授業で扱ったのは以下の絵本である。
1 KACHI-KACHI MOUNTAIN
英語版『勝々山』デイヴィッド・タムソン訳述　小林永濯絵　弘文社、1885
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2『そらいろのたね』中川李枝子作　大村百合子絵　福音館書店　1964
英語版　The Sky Blue Seed Sarah Ann Nishié, ラボ教育センター　1972
3『だるまちゃんとかみなりちゃん』加古里子作絵　福音館書店　1968
英語版　It’s a Funny Funny Day, Anita Teeter, ラボ教育センター　1969
4『ぐりとぐらのおきゃくさま』中川李枝子作　山脇百合子絵　福音館書店　1966
英語版　A Surprise Visitor, Kenneth Williams, ラボ教育センター　1969
5『ぐるんぱのようちえん』西内ミナミ作　堀内誠一絵　福音館書店　1965
韓国語版　『구룬파유치원』이영준한림출판사 1997
6『こびとづかん』なばなとしたか作　長崎出版　2006
中国語版(繁体字)『醜比頭圖鑑』何姵儀　台彎東販股份有限公司　2012
7『ドワーフじいさんのいえづくり』青山邦彦作絵　フレーベル館　2003
中国語版(簡体字)『徳沃夫爷爷的森林小屋』思铭 中国电力出版社　2007
8『せんたくかあちゃん』さとうわきこ作絵　福音館書店　1978
中国語版(簡体字)『洗个不停的妈妈』李幸纹 河北教育出版社　2013
9『おかあさんげんきですか。』
後藤竜二作　武田美穂絵
ポプラ社　2006
中国語版（簡体字）『妈妈你好吗？』
蒲蒲兰 二十一世紀出版社　2008
10『はじめてのおつかい』
筒井頼子作　林明子絵
福音館書店　1976
中国語版（簡体字）『第一次上街买
东西』彭懿　新星出版社　2014
以上のうち、1（図 1）は明治の「ち
りめん本」である(2)。「ちりめん本」と
は明治期に日本特産の和紙を使い、多色
木版刷りで絵を入れ、欧文活版で文字を
印刷した和装和綴じの絵本である。日本
の昔話を日本在住の欧米人が英語他数か
図1
（東京女子大学比較文化研究所蔵）
国語に翻訳したもので、英語を学ぶ日本人や日本在住の外国人の家庭、そして海
外の子どもへも届けられたという。
1以外は現代の作品であるが、2〜 4の英語の絵本はどれも日本人児童の英語
教材として作られたもので、語学教材としてのちりめん本の機能を一部継承して
いるといえる資料だ。日本の絵本を英語に翻訳したテキストに、日本人と外国人
俳優の吹き込んだ朗読と音楽の入った教材（CD）が付いている。絵本は本来教
材ではないが、使い方によっては外国語学習に役立つ。全体が音楽劇的に作られ
ており、通常の翻訳というよりはかなり思い切った意訳になっているところも
あった。
今年も中国からの留学生が多く、中国語のテキストを多く準備した。いつも教
材を選ぶ際には、長く読み継がれてきた古典的作品と、最近刊行されて人気のあ
るものとのバランスを考えるようにしている。今回選定した作品のうち、2、3、4、
5、8、10が古典的ロングセラーである。6、7、9は比較的最近の作品である。
概して新しい作品は若い世代に強い印象を与えることが多いが、日本人受講生は
子ども時代に『ぐりとぐら』のような古典的絵本に接した記憶を持っており、懐
かしい作品との再会を楽しんでいたように見えた。
Ⅱ
今回教材に選んだ絵本の中には「小人」を扱った作品が二作品（6，7）あっ
た。現代の日本の児童書にはよく「小人」が登場する。『こびとづかん』は、架
空の生き物である「小人」を捕獲し、観察するという設定の物語である。主人公
の「ぼく」が草むらの中で見たこともない生物の抜け殻を見つける。祖父は｢世
の中にはいろんなコビトが生息しており、コツをつかめば見つけることができ
る｣と教え、自作の観察記録『こびとづかん』を与えた。それを見た「ぼく」は
次々とコビトを捕獲し、飼育しようとするが、虫カゴに入れられたコビトの気持
ちを考えて元の場所に放してやるという筋である。後続の絵本、観察ガイドブッ
ク、DVD、キャラクターグッズ、ゲームなど様々なメディアで事業展開してい
る『こびとづかん』の特徴は、いわゆる「キモかわいい（見た目には気持ち悪い
が、かわいくもある）」こびとたちの容貌であろう。一見不気味なのだが個性的
な風貌と性質が面白く、どの種のこびとも個性的である。
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また、『ドワーフじいさんのいえづくり』は、気むずかしい小人のドワーフじ
いさんが、森の動物たちとともに家を作る物語である。授業で取り上げたのはこ
の二作だが、他にも、現代の日本の絵本には『おたすけこびと』シリーズなど小
人が登場するものが目につく(3)。あらためて現代日本における「小人物」の人気
に気づかされるが、日本発の小人の絵本がさらに外国で受容されていることも興
味深い現象といえる。
もっとも、この小人人気は現代特有の現象といってよい。過去の日本人は「小
人（しょうじん、こびとともいう）」を、日本の国土から離れた海上の島（小人
島）に住む特異な存在者と考え、日本の国土に小さい人がいるとはあまり考えて
いなかったようである(4)。日本の昔話などの伝承文学において、自分たちの生活
空間のはるかかなたにある小人島という物語は語っても、群れとしての小人たち
が近距離にいるとする話の例は数少ない。古典文学においても、特殊な力を持っ
た個人としての「小さい人」が出てくる事例はあるが、全般的にいって小人の
イメージは貧相である。
それに対して、西洋の伝承文学やその流れを引く児童文学では小人の物語も極
めて多い。池田美桜によると、明治期に西洋の書物の翻訳に携わった人々は、例
えば『グリム童話』に登場する小さな人々を日本語に訳すのに苦心し、「一寸法
師」「鬼」｢神仙｣などといった多様な語を使った。
明治期になって初めて日本にやってきたグリム童話の小人は、当時の人々の目
には非常に新しい生き物として映った。それは、翻訳者たちが適切な表現を探
すのに戸惑うほど新しい概念であった。それまでの日本にも、「極めて身体の
小さな人間と同じ姿形をした超自然の生き物」がいなかったわけではないが、
グリムの小人とは性格造形や役割の点などで大きく異なっていた。例えば、グ
リムの小人は人間ではなく異種族である。不思議な力を使って登場人物を懲ら
しめたり助けたりすることを通じて、物語の展開に大きく関与もする。こうし
た決定的な違いが認識されるにつれ、当初は統一されていなかった翻訳語も、
徐々に「小人」に絞られる方向へと移っていった(5)。
と池田は述べる。そして、大正期に日本人の手による小人の物語が創作され、西
洋的小人像が日本に受容され始めたという。
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大正・昭和を経た今、西洋的小人像と小人という言葉は完全に日本に定着し、
今度は小人イメージを一変させるような創作絵本『こびとづかん』が作られたの
であった。なばなは自著の題名を『こびとづかん』（ひらがなで「こびと」）とし、
作中では多様な「コビト」（カタカナ表記）を登場させている。表記のルールは
『こびとづかん』シリーズ全体で踏襲されている。『こびとづかん』の本文は、他
の児童向け絵本に比べて漢字が多く、「みんなは　コビトを見� たことがあります
か？昆虫�����でも植物�����でもない　不思議� � � な生� きもののこと」というように、漢字には
ふりがなをつけている。ところどころで祖父のコビト観察の記録が挿入されるが、
その部分は一般的な植物図鑑や昆虫図鑑に似せてある。例えば
クサマダラオオコビト
コビト綱　植亜目　触頭科　クサマダラ属
体　　長　15cm〜20cm
生 息 地　日当� � たりの良� い花壇���や草��むらなど
特　　徴　知能���は高��いが、気� が弱��く臆病�����／頭���に「トウチン」と呼� ばれる触手�����が
ついている。
等と書かれている。適度に漢字が混ざった説明文があるので、架空の観察記録は
一見学術的に見える。コビトがあたかも実在するかのように見せかけているのだ。
なばなは、ひらがなの「こびと」とカタカナの「コビト」を微妙に使い分けなが
らも、漢字の「小人」を使わない。童話で頻出する漢字の「小人」では、おとぎ
話のような雰囲気が出てしまうので、それを避けようとしているのであろうか。
さて、この『こびとづかん』が中国語でどのように翻訳されているかを見てみ
よう。当然のことながら、中国語では漢字しか使わないので、ひらがなとカタカ
ナの使い分けのようなことはできない。まず題名にある「こびと」は「醜比頭」
である。絵本全体で、総称としての「こびと」「コビト」にあたるものは「醜比
頭」である。
『こびとづかん』の翻訳版は台湾で出版されているが、かの地にはもともと
「小人」の伝承がある。山田仁史(6)によると、「昔小人族とでもいうべき背の低い
人々が山の中や森林、あるいは洞窟に住んでいたが、我々と戦って破れ、今はい
なくなった」という内容の伝承が、台湾原住民の間に広く伝わリ、タイヤル族の
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シーグツ、ショゴチ、サイシヤット族のタアイ、ブヌンツォ族のサルソ、ルカ
イ・パイワン両族のグドウル等名称も様々だそうだ。また、歴史をさかのぼれば、
中国の文献には古くから「小人」についての記録がなされている。しかし、伝承
や文献資料の小さい人と『こびとづかん』のコビトの間には距離があり、中国語
の翻訳者には明治の日本人が直面したような苦労があったのかもしれない。台湾
の伝承における小人の名前を使うのには『こびとづかん』の世界は異質すぎ、ま
た漢字で『小人圖鑑』とするのも違和感があるのだろう。醜比頭にピンインをつ
けると、chǒu bǐ tóu となる。日本語のコビトという発音に近づけた意訳といえ
ようか。なばな描くコビトの不気味な感じが「醜」という字によってよく表現さ
れているように思われる。
各コビトの名前については「クサマダラオオコビト」を｢草斑精｣、｢リトルハ
ナガシラ｣を「小花頭」、「ベニキノコビト」を「紅魔茹」などとして、コビトの
属性に即した名にしている。コビトの説明文について実例を見よう。前掲の「ク
サマダラオオコビト」の説明箇所の中国語訳は
棲息地　日照充足的花圃或草叢等地
特　徴　智能很高　但生性膽小
頭上有根稱為｢頭觸｣的觸手
となっている（図 2）。受講生からは
「この記述は子どもが読むには難しいの
ではないか」と意見が出た。もともと
の日本語原文が図鑑を模した難しい説
明文になっていることはたしかだが、
すべてが漢字で表現されると難易度が
増すように見える。日本語の『こびと
づかん』の場合は漢字には基本的にふ
りがながふってあるので、漢字を学ん
でいない子どもでもひらがなが読めれ
ばある程度はわかる。台湾で出版され
る幼児向けの絵本には、漢字の発音を
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図2
簡略に示す注音符号が併記されていることが多い。しかし、『醜比頭圖鑑』は漢
字のみで記されているため、読者が漢字が読めない場合、絵を楽しむことはでき
ても文字から情報を得ることはできないのだ。
台湾版の『醜比頭圖鑑』の想定読者の年齢層は、日本のそれに比べて高いので
はないかと推測される。台湾では『醜比頭圖鑑』のキャラクターが人気で、台北
にはこびとづかんのカフェがある。2015年に世界初のこびとづかんカフェとし
て一店目「醜比頭的秘密花園軽食珈琲」がオープンし、続いて二店目「醜比頭的
秘密部屋」も作られた(7)。こうしたカフェを利用する人々は、『こびとづかん』
を漢字で読んで楽しむことができる能力を持ち、なおかつ個性的なキャラクター
を愛好する若者たちなのであろう。
台湾では日本の個性の強い絵本が売れるらしいが(8)、『醜比頭圖鑑』はその典
型的な例といえよう。筆者は 2015年夏、シンガポールの書店で『醜比頭圖鑑』
と続編が売られているのを見た。マレーシアでは『こびとづかん』のテレビ放映
を行ったそうだ(9)。近年、日本の文化は「かわいい」ものとして世界から注目さ
れているが、その進化形としての「かわいくない」キャラクターも生み出されて
いる。島村麻里は既に 1991年の段階で、日本のかわいいものがアジアでも好ま
れていることを指摘し、「＜ファンシー＞趣味は日本だけではなく、東洋に共通
するテイストなのかもしれない」と述べた(10)。それから、二十年以上が経過し、
わかりやすいかわいさを超えたキモかわいいものまでが、日本からアジアへ流出
しているのであろうか。残念ながら、私の授業に台湾やマレーシアからの留学生
が参加したことはないのでよくわからないが、今後の留学生の動向を見て、再度
『こびとづかん』について考えてみたいと思う。
次に、青山邦彦の『ドワーフじいさんのいえづくり』について検討する。青山
邦彦はもと建築家であり、緻密な建造物や町並みの描写に定評がある。青山の作
品には『ドワーフじいさんのいえづくり』以外にも、小人を描いた絵本（『こび
とのいえ』、『いたずらゴブリンのしろ』『おかしのまち』（いずれも未訳）など、
小さな存在者をしばしば描いている。
『ドワーフじいさんのいえづくり』では、気むずかしいドワーフじいさんが洞
穴住まいをやめて自分だけの家を作ろうとするが、作業が大変なので動物たちの
援助を受ける。森の中から数多くの動物たちが集まり、仕事を手伝うかわりに自
分の部屋を要求するので、計画通りの家は作れない。多くの生き物が共に住める
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家ができあがると、へんくつなドワーフじいさんの気持ちが変わり、動物たちと
ともによりよい家づくりを目指すという筋である。
この作品の主人公ドワーフの名は、英語のdwarfによるものであろう。試みに
『新英和大辞典』（研究社）でdwarfを調べると「(伝説やおとぎ話の)こびと。姿
は醜悪で魔法を心得ている」と説明されている。『ドワーフじいさんのいえづく
り』の舞台は「ある森」とだけ記されているが、森や建物の絵からどことなく西
洋的な印象を受ける。じいさんがどれくらいの大きさなのかは、絵で他の生き物
との対比でわかるようになっており（猿と同じくらいの身長）、「こびとじいさん」
というような説明的な名称にする必要はない。むしろ、カタカナの外来語として
記すことにより、日本の存在者ではないことを示している。
試みに青山の『こびとのまち』（パロル舎　1997）を見てみると、こちらは、
建築家のマルヒゲさんがこびとたちと人間が一緒に暮らせる家を作る物語である。
『こびとのまち』の舞台は「せわしいせわしいまちのなか」と書かれているだけ
で明示されていないが、描かれた庶民生活の様子から、どことなく日本的な雰囲
気が伝わる。すなわち
『ドワーフじいさんのいえづくり』＝西洋的
『こびとのまち』＝日本的
なのである。登場する小さい人も、西洋的な語「ドワーフじいさん」と、日本的
な語「こびと」と、区別されている。
日本人の描いた西洋的な｢ドワーフじいさん｣は、中国語ではどう表現されてい
るのだろうか。｢ドワーフじいさん｣は｢徳沃夫爷爷（dé wò fū yéye）」となって
いた。徳沃夫がドワーフ（dwarf）の音訳で、爷爷は「父方のおじいさん」とい
う意味であり、日本語の「ドワーフじいさん」の語感がそのまま生かされている
ようだ。
明治〜昭和前期の童話研究者の蘆谷蘆村は、「西洋においては小人の空想を伴
うものが大変多いが東洋の伝説には少ない」と指摘し、英語のdwarfやドイツ語
のZwergなどを「こびと」としたものと思われるが、必ずしも適切ではないと
いう。そのうえで、fairyにあたる適切な語が日本にないので、ありきたりの
「こびと」をもってこれにあてはめるのは便利だとする(11)。
西洋的な小さい人の物語を日本語で表現しようとすると、訳語の問題が出てく
る。様々な可能性の中で「小人」が一般的に使われるようになり、児童書におい
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て小さい人の物語が多く創作されるようになると、今度は登場する小さい人を作
品世界でどう呼ぶかが新たな問題となる。単純に小人とするのか、表記を漢字に
するのか仮名にするのか。あるいは他の名称がよいのか。物語の背景、登場者の
属性などを考えた表現がそのつど必要であり、翻訳するとなるとさらなる工夫も
求められる。日本の作品がアジアの言語に翻訳されるとどうなるか、元来東洋に
は少ないとされる小人の物語がどう語られるか、今後も学生とともに見ていきた
いと思う。
Ⅲ
『だるまちゃんとかみなりちゃん』と『せんたくかあちゃん』は、日本の古典
的絵本であるが、その両方に擬人化された雷が登場する。雷は古くから世界各地
で神格化され、多くの図像に描かれてきた。日本では俵屋宗達の風神雷神図の雷
が有名である。『だるまちゃんとかみなりちゃん』の作者・かこさとしは「宗達
などの雷の絵を見ると『だるまちゃんとかみなりちゃん』（一九六八年）もそれ
を参考に描きたくなる誘惑にかられるのですが、いくつもの雷の絵を見た上で、
忘れ去る時間が必要となります。前例を見て、下敷きにして、その上でそれらを
忘れさせて、自分独自のものを作り上げるという姿勢でないと、真似事となって
しまいます」と述べている(12)。雷神の絵を描く絵本の作り手は、過去の雷の図
をいくつも見て勉強したうえで、それらとは異なる自分独自の表現を模索するの
であろう。しかし、雷神は読者にとって身近に観察できるものではない。作り手
側があまりにも個性的な雷神を描けば、読者はその絵を見ても何だかわからない。
要するに受け取る側が絵を見て「雷」と認識できること、社会で共有されたイメー
ジとかけ離れていないことが重要だ。絵本で表現される擬人化された雷の図象は、
長い年月を経て定着したものであり、日本の雷のイメージを図象学的に追求する
ことはもちろんのこと、他国との比較によって、より一層日本的特徴が見えてく
ると思われる(13)。
『だるまちゃんとかみなりちゃん』と『せんたくかあちゃん』の雷様は
一　角をはやした鬼の姿
二　虎皮のパンツをはいている
三　もじゃもじゃとした頭髪
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という共通点がある。現代の日本人が雷といった時に思い起こす姿は、こうした
姿ではなかろうか。『せんたくかあちゃん』の中国語訳には、読者のための小さ
な解説書（大人向け）が入っているが、日本の雷の特徴を記している。中国でも
雷神は様々な姿で描かれているが、日本的な雷の姿とは異なるので、簡単な解説
が中国人読者の理解を助ける。
『せんたくかあちゃん』は、洗濯をしているかあちゃんが落ちてきた雷の子を
洗って干すと、目や口などまでが落ちてしまう。新しい顔を描いてやると、前よ
りもすてきになり、雷は喜んで去って行く。変身した雷を見てうらやましくなっ
た他の雷たちが大勢押し寄せ、自分たちも洗って顔を描き直してほしいというの
で、かあちゃんが引き受けるという筋である。
『せんたくかあちゃん』を日本語版と中国語版で比較してみると、興味深いの
は雷が登場する場面にさらなる説明がついていることだ。日本語版では
ちょうど　このころ、そらの　ひとすみで　かみなりさまの　くもが　うごき
はじめました。
「すげえ　すげえ。へそが　いっぱい　ほしてあるぞ」
かみなりさまは　よだれを　のみこみながら
ぜんそくりょくで　くもをうんてんして　せんたくものにちかづけました。
と書かれている。この前のページでは、かあちゃんがさまざまなものを洗濯し、
子どもたちも裸にして洗ってほしている。その子を見て雷がやってくるという設
定なのである。日本には「雷は人間の臍を取る」という俗信がある。日本人は、
子どもが臍を出しているので雷に狙われるという物語の展開を不思議に思わない
が、中国では説明が必要なのであろう。当該箇所の地の文の下の方に「日本の民
間伝承では、雷は人間の臍を取る」といった内容の注がつけられている。授業で
は簡体字版の中国語訳を使ったが、台湾で刊行された『せんたくかあちゃん』の
繁体字版にも同様の注がつけられていた。
藤沢衛彦は「雷の臍取譚」においてこの俗信の原型を中国に見ている(14)が、
現代の中国ではあまり一般的ではないらしい。対して日本では、かなり定着して
いる。国立歴史民俗博物館の俗信データベース（身体・病編）で検索してみたと
ころ、｢臍｣に関する俗信は 551件ヒットした(15)。そのうち雷と関係するものが
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147件、その伝承地も広範囲にわたっていることがわかった。
さらに考えてみると、日本の児童書には雷と臍を扱ったものがしばしば見られ
る。有名な作品に『へそもち』（わたなべしげお文　あかばすえきち絵　1966）
がある。この絵本は、雷が人の臍を取るために人間たちが多大な迷惑を被る。雷
は僧につかまえられるが、｢臍を食べないと雨をふらせることができない｣と訴え
る。僧は臍形のもちを用意させて雷に与え、臍のかわりに餅を食べるように言い
つけ、雷を助ける物語である。この作品では雷に臍をとられた人々は、身体に力
が入らず仕事ができなくなる。臍下丹田という言葉が示すように、東洋医学では
下腹部の臍の下あたりを精気が集まるところ、気力を充実させるところと考える。
臍のあたりは健康や人の生命力と関係する重要なところとみなされており、絵本
『へそもち』もまた、そうした伝統的な身体観を反映しているのである。また、
小学生向けの読み物『山田県立山田小学校　はだかでドッキリ！？山田まつり』
（山田マチ作　杉山実絵　あかね書房　2014）にも、落ちてきた雷を助ける小学
生の物語が収録されている。これも雷が人の臍を狙うという俗信をもとにしてい
る。広く探せば、もっと多くの作品が見つかるのではないかと思われる。
雷が人の臍を取るという考えがあってはじめて、臍を狙う雷様も絵本に描かれ
る。このような絵本に接した子どもは、日本的な雷のイメージを受容するととも
に、雷が臍を取るという俗信もまた学ぶことになる。外国の絵本に付けられた注
を見ると、私たち日本人が当たり前ととらえて特に問題にもしないような些事が、
異文化の側からすると不思議なことであると気づく。絵本や児童書の翻訳版は、
大人向けの書物と異なり、くどくどしい注はあまりつけないものだが、読者が物
語を理解するために必要最低限度の語の説明はつけねばならない。翻訳された絵
本に注がつけられる例は珍しいが、もしついている場合は異文化理解の鍵と考え、
そのつど目を向けていきたいと思う。
Ⅳ
学期末には受講生に一つの課題を出すことにしている。題して「翻訳したい日
本の絵本」。日本人学生の場合は、外国語に翻訳して広く紹介したいと思う日本
の絵本を、留学生の場合は、自国で日本文化を紹介するのに有益と思われる一冊
を選ぶ。そして、なぜ自分がその作品を選んだかについて書くという課題である。
— 25—
数多ある絵本から一冊を選択するためには、自分なりの考えや好み、独自の視点
が必要となる。絵本の趣味は基本的には個人的なものであり、自分の好きな一冊
に出会うことが、絵本の世界に関わる最もよいやり方なのではないかと私は思っ
ている。そこで学生にも、過去に翻訳の出ているものであってもかまわないとい
う方針で、自由に選んでもらう。
留学生の鄒梓軒さんが選んだのは、『だごだご　ころころ』（石黒渼子　梶山俊
夫再話　梶山俊夫絵、福音館書店、1993年）であった。あらすじを記す。ばあ
さんがだご（だんご）をこしらえると、だごがころころ転がり、鬼のいる穴に入っ
てしまう。以前助けてやった赤とんぼがばあさんに味方したおかげで、ばあさん
は逃げて家に帰る。鬼のところから持ってきた宝のしゃもじを使い、ばあさんは
だご屋を始め、成功する。
これは昔話をもとにした絵本である。文章も昔話の文体で、「だご」という一
般的には耳慣れない言葉が使われており、「だんごのこと」と注がついている。
先ほど絵本で注が使われるのは珍しいと書いたが、昔の物語を絵本化したものは
日本人読者であっても理解しにくい語がある。
鄒梓軒さんはこの本を選んだ第一の理由を、絵に求める。「豪放なラインで描か
れ、薄い黄色の山や畑と、真っ赤な鬼と浅い空色の川で構成された素朴なイメー
ジ」を評価し、｢日本情緒を感じた｣という。梶山は日本の伝統的な絵巻に学んだ
画家である。絵の修行のためにフランスに留学した梶山は、異国で生活するうち
｢自分も自分が日本人であることを、もう一度よくかんがえなければいけない｣と考
えて帰国し、絵巻『鳥獣戯画』をもとにした『かえるのごほうび』で絵本デビュー
をし、『さんまいのおふだ』などの昔話絵本を何作も手がけた人物である(16)。『だ
ごだご　ころころ』にも、伝統的な絵巻を原点とする梶山の個性があらわれている。
昔話絵本が表現する世界は、中国の子どもにとってはもちろん異国的なもので
あり、絵の細部を見ると比較文化的に面白い作品である。しかし、物語そのもの
は「賢くて善良なばあさん」「悪い鬼」「恩返し」など定番的なものであり、国を
こえて受け入れやすい物語でもある。『だごだご　ころころ』は刊行から時間が
たっているが、昔話絵本の有すべき特徴をそなえた一冊と思われる。国立国会図
書館のリサーチ・ナビで検索したところ、梶山の作品の外国語訳は『あほろくの
川だいこ』がロシア語になっているのみであった。梶山俊夫の日本的な野性味あ
る絵は、かえって今外国で紹介すると喜ばれるかもしれない。
— 26—
昔話絵本は、素材となる昔話が元来単純でわかりやすいので、外国語や異文化
理解の学習には好適である。今年度は明治期に昔話を外国語に翻訳して絵をつけ
た「ちりめん本」の歴史的意義と、今日的な活用の可能性についても考えさせら
れた。ちりめん本は長谷川武次郎の考案により、明治 18年から刊行されたもの
で、日本文化を欧米に紹介するために作られた。文章は英語、スペイン語、フラ
ンス語などの欧文で記されている。日本文化を外国に伝えるための絵本ではある
が、アジア言語には翻訳されていないし、イタリア語訳もない。また、ちりめん
本自体、日本人にもあまり知られているとはいえない。
2009年に『明治期の彩色縮緬絵本　対訳日本昔話集』が刊行され(17)、挿絵と
ともに、英語と日本語の両方で楽しめるようになったちりめん本を、留学生の協
力を得て共同で新訳を試みるといった新たな実験も可能だと思う。『だごだご
ころころ』は90年代の作品だが、ラフカディオ・ハーンが類話をThe Old Woman
Who Lost Her Dumpling（だんごをなくしたおばあさん）の題で再話し、ちりめ
ん本にしているので明治時代と現代の絵本の比較研究も可能だ。ちりめん本で再
話された昔話は外国に類話が存在している場合もあり、留学生には親しみを持っ
て受容されるのではないかと思う。
日本人学生の工藤亜美さんが選んだのは『きょうはなんのひ？』（瀬田貞二作
林明子絵　1979年）であった。林明子の絵はあたたかみがあり、常に好感度を
持って学生に迎えられる。事実、『きょうはなんのひ？』をはじめとする林の作
品は、既に韓国語や中国語で翻訳されている。
工藤さんは｢外国の人に紹介するのだから、ただ『面白い』『かわいい』だけの
絵本ではなく、少しでも『日本らしさ』が伝わるようなものを選びたい｣と考え、
『きょうはなんのひ？』にしたという。そして、絵に見られる日本らしさ、日本
の家庭の雰囲気について、次のように記す。
まず、表紙の絵がいかにも日本的だ。おとうさんとおかあさんが座布団に座っ
てこたつに入り、おとうさんは味噌汁を啜っている。おかあさんは後ろ姿なの
で断定しかねるが、おとうさんにお茶をいれているか、そうでなくとも給仕め
いたことをしているように見える。こたつや味噌汁などの物に加えて、出勤前
の父親をエプロンを着た母親が世話をする様子は、昔ながらの日本の朝を想起
させる。また、まみこが学校へ行くときに背負っているランドセルや、居間の
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こたつの上にある箸・茶碗・急須・座布団の傍に転がっているお手玉、部屋を
区切る襖など、日本的な要素は絵からたくさん見つけることができる。
と、絵の細部に日本の生活文化が様々に描き混まれていることを指摘する。『きょ
うはなんのひ？』は子どもが大好きな両親の結婚記念日を祝うという物語であり、
国境を越えるテーマを扱う。物語の内容はわかりやすく、絵も魅力的であるうえ、
細部の描写が日本の生活文化を理解するための手がかりにみちている。
この絵本は昔話ではないが、1979年刊行であるため、現代の読者からすると
絵の中の生活風俗は古くなっている。若い日本人学生にとっても、何かはわかる
が、使ったことのない物（台所道具、黒いダイヤル式電話など）も多く描かれて
いる。この絵本は台湾と韓国で翻訳されており、数年前に授業で扱ったことが
あった。実際に授業で読んでみたところ、外国人留学生から絵の中の細かい表現
について質問があった。絵本に描かれている物について正確に説明するのは、日
本人にとってしばしば難しかったが、異文化コミュニケーションの訓練になった。
現代の日本の子どもは着物や草履などを身につけることは滅多になく、『だご
だご　ころころ』のような昔話に接した際に、絵がなければ具体的な話のイメー
ジがつかみにくくなっている。そして、私たち大人が子どもの時代に当たり前に
存在していた物もまた、急速に現代の生活から失われている。今日、絵本に描か
れた絵は、生活文化を多面的に学ぶために有益なのではないか。授業では日本の
絵本を主軸に考えているが、外国の絵本から生活文化を学ぶこともよくある。自
文化と異文化理解の教材として、絵本をより有効活用できるのではないかと考え
させられた2015年であった。
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